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どうしても払えないときは猶予制度を活用しましょう！ 

４
月
か
ら
「
換
価
の
猶
予
の
申
請

」
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
 

平
成

26

年
度

税
制

改
正

に
よ

り
猶

予
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま

で
税

務
署

長
の

職
権

で
行

わ
れ

て
い

た
換
価
（
差
押
財
産
の
売
却
）
の

猶
予

の
申
請
が
、
納
税
者
側
か
ら
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

従
来

と
異

な
り

煩
雑

な
書

類
を

提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
 

猶
予
が
認
め
ら
れ
る
と
、猶

予
期
間

中
の

延
滞

税
の

全
部

ま
た

は
一

部
が

免
除

さ
れ

、
財

産
の

差
押

え
や

換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
 

納
税

者
に

と
っ

て
は

有
利

に
な

り

ま
し
た
が
、
一
方
で
申
請
に
は
「
財
産

収
支
状
況
書
※
」
「
財
産
目
録

※
」
「
収

支
の
明
細
書
※
」
な
ど
の
提
出
が
必
要

で
、

こ
れ

ま
で

よ
り

も
煩

雑
な

書
類

で
、
こ
れ
 

毎
月

15

日
ま

で
の

会
費

集
金

に
、

ご
協

力

を
お
願
い
し
ま
す
。
会
計
 
山
崎
 
孝
亀
 

作
成

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
く

な

り
ま
し
た
。
 

（
※
「
財
産
収
支
状
況
書
」
は
、猶

予
を

受
け

よ
う

と
す

る
金

額
が

100

万
円

以
下

の
場

合
に

必
要

で
す

。

100

万
円

を
超

え
る

場
合

は
、

「
財

産
目
録
」
「
収
支
の
明
細
書
」
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
）
 

早
め
に
民
商
に
相
談
し
て
、
申
請
し

よ
う
 

換
価
の
猶
予
に
つ
い
て
は
、
そ
の

国
税

の
納

期
限

か
ら

６
ヶ

月
以

内

の
申
請
が
必
要
で
す
。
早
め
に
民
商

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
 

市
県
民
税
・
国
保
税
の
納
入
通
知

も
届
い
て
い
ま
す
。払

い
き
れ
な
い

人
は

最
寄

り
の

役
員

に
ご

相
談

く

だ
さ
い
。
 

 

 

  

 

源泉所得税中間納付実務のご案内 
 源泉所得税(給料の預かり税金)は、1月～6月分をまとめ
て7月10日(金)までに納めることになっています。この案内
は、税務署からは送られてきません。納める税金がない人
でも納付書に「0」と書いて提出しなければなりません。こ
の実務を下記の日程で行いますので、ぜひ参加ください。 
①  ６月２６日（金） 午後２時～４時 

②  ７月６日（月）  午前１０時～正午 

③  ７月８日（水）  午後２時～４時 

いずれも民商事務所にて行います。日程の合わない

方、夜希望の方はご連絡ください。 

 

（持ってくるもの） 

① 従業員、専従者、役員などの給与明細 

（できれば『源泉徴収簿』に記入してご持参ください） 

② 年末調整の時に使った納付書 

（手元に見当たらない場合は事前にお知らせください） 

わからないことは事前に事務局までお問い合わせわからないことは事前に事務局までお問い合わせわからないことは事前に事務局までお問い合わせわからないことは事前に事務局までお問い合わせ下下下下

さい。さい。さい。さい。    

入 っ て て 良 か っ た 

 
安心の全商連共済 

6 月 14 日、白川公園にて、愛  

知県弁護士会が主催した「集団的

自衛権行使のための法整備に反

対する愛知大集会」が開催され、

およそ 4,000 人が参加しました。 

 憲法学者の森英樹さん（名大名誉教授・写真）が、「ア 

メリカ組親分とチンピラの日本組が盃を交わし、抗争相 

手に、恨みはないがお命頂戴しますといって相手を殺す 

のが戦争法案」とわかりやすく説明すると、会場から大 

きな拍手が起きました。 

 その後、パレードが行われ、市民に「戦争法案ノー」 

をアピールしました。 

 


